
外航船舶に対し、燃料消費トン当たり$2程度の資金拠出を義務付け。
当該資金を財源に、国際的な研究開発基金（IMRF）を創設し、低炭素技術の研究開発を支援。

提案概要

国際海運団体提案 「国際海事研究開発基金（ＩＭＲＦ）」

※IMRF共同提案国： ICS、BIMCO、CLIA、INTERCARGO、INTERFERRY、INTERTANKO、IPTA、WSC
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※R&D案件の採否は
IMOではなくIMRB
が決定する。

※燃料1トンあたり2ドル程度の拠出を通じ、年間で5億ドル規模のR&D資金を集めることを想定。
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